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環境技術シンポジウムへの参加について

記者各位

当社（社長：渡　文明）は、４月２６日（火）に社団法人 日本経済団体連合会と財団法人 経済広報センターの共催で環境技術シ

ンポジウム「みんなで取り組む温暖化対策－技術と工夫で減らせるＣＯ２！」に石油業界から唯一参加いたしますので、下記の

とおりお知らせいたします。

当社は、「地球環境との調和を尊重し、石油を中心とした総合エネルギー企業としてのグローバルな活動を通して、お客様一人

ひとりに満足をお届けし、広く社会に貢献する企業であり続ける」ことを使命としており、将来の環境規制を先取りしてガソリン・

軽油のサルファーフリー化を実現する技術開発や、環境にやさしい家庭用燃料電池システムの開発にも積極的に取組んで参

りました。

今回の環境技術シンポジウムでは、当社から環境対応型ハイオクガソリン 「ＥＮＥＯＳ ＮＥＷ ヴィーゴ」、世界初のＬＰガス仕様

１ｋＷ級燃料電池 「ＥＮＥＯＳ ＥＣＯ ＬＰ－１」などの環境配慮型商品の開発に関わる環境技術をご紹介したいと考えておりま

す。

記

（１）名称 環境技術シンポジウム
 

「みんなで取り組む温暖化対策－技術と工夫で減らせるＣＯ２！」

（２）主催 社団法人 日本経済団体連合会、財団法人 経済広報センター

（３）開催日時 ２００５年４月２６日（火）

シンポジウム １３：３０～１６：３０

展示会 １０：００～１８：００

（４）場所 経団連会館１１階　国際会議場（東京都千代田区大手町１－９－４）

（５）入場料 無料

（６）実施内容 添付資料参照
 

なお、当社から本シンポジウムへの参加内容は以下のとおりです。

（１） パネルディスカッションへの参加

テーマ 「環境技術と私たちのくらし」

パネリスト 研究開発本部 開発部 燃料技術室長 斎藤健一郎

（２） 展示会への出展

（パネル） サルファーフリー燃料製造技術

サルファーフリーガソリン、軽油

家庭用燃料電池

（展示物） ・家庭用燃料電池模型

（７）お問い合わせ先 広報部広報グループ ０３-３５０２-１１２４（担当：東條）



以上

環境技術に関するシンポジウムの開催について（PDF:16.3KB）

http://www.noe.jxtg-group.co.jp/newsrelease/noc/2005/pdf/20050408_01.pdf

